
来
年
４
月
の
名
古
屋
市
議
選

は
じ
め
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
で

の
勝
利
・
躍
進
め
ざ
し
、
日
本

共
産
党
は
、
あ
い
ち
赤
旗
ま
つ

り
を
10
月
12
日
、
緑
区
大
高
緑

地
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
打
倒
、
県
議
空
白

克
服
今
度
こ
そ
、
そ
し
て
、
中

川
で
の
市
会
議
席
奪
還
を
誓
う

人
た
ち
の
楽
し
い
交
流
の
場
で

し
た
。

会
場
で
、
佐
々
木
憲
昭
衆
議

院
議
員
や
、
も
と
む
ら
伸
子
さ

ん
も
参
加
し
て
、
選
挙
勝
利
を

め
ざ
す
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
元
市
議
は
、
悪

政
を
許
さ
ず
、
中
川
区
内
で
の

要
求
運
動
と
し
て
、
国
道
３
０

２
号
線
中
央
部
へ
の
高
速
道
路

建
設
に
伴
う
環
境
悪
化
を
許
さ

な
い
運
動
、
万
場
藤
前
線
建
設

で
新
川
へ
の
架
橋
に
対
す
る
地

域
要
求
運
動
を
紹
介
。
区
民
要

求
実
現
の
先
頭
に
立
ち
、
市
会

議
席
絶
対
確
保
の
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

県
下
各
地
域
の
後
援
会
が
さ

ま
ざ
ま
な
店
を
出
し
ま
し
た
。

党
中
川
後
援
会
は
、
「
イ
カ
焼

き
」
を
出
し
、
江
上
元
市
議
も

焼
き
手
と
し
て
参
加
。
お
い
し

い
、
お
い
し
い
と
人
気
で
、
午

後
早
々
と
売
り
切
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
市
会
議
員
選
挙
政
策

「
な
ご
や
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
が

発
表
さ
れ
、
地
域
の
み
な
さ
ん

の
要
求
を
聞
い
て
、
一
層
充
実

さ
せ
よ
う
と
、
日
本
共
産
党
の

各
支
部
主
催
の
「
集
い
」
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
10
月
25
日
、

八
熊
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
相

談
に
の
っ
て
く
れ
る
い
き
い
き

支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
中
学
校
区

に
も
っ
と
早
く
作
っ
て
ほ
し
い
」

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
を
な
く
す
た

め
に
何
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
」

「
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
を
素

早
く
や
っ
て
も
ら
え
た
」
さ
ま

ざ
ま
な
質
問
、
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
江
上
元
市
議
は
、
一

つ
一
つ
に
こ
た
え
、
日
本
共
産

党
が
発
表
し
た
「
な
ご
や
改
革

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
説
明
。

「
集
い
」
を
小
学
校
区
で
開
催

し
て
い
く
と
発
言
し
ま
し
た
。
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「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
の

事
業
説
明
会
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。
市
民
生
活
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
時
に
な
ぜ
、
リ
ニ
ア
頼

み
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
か
、
市

長
の
仕
事
は
、
ま
ず
、
リ
ニ
ア

の
問
題
点
を
Ｊ
Ｒ
東
海
や
国
に

発
言
す
る
こ
と
▼
そ
こ
で
、
私

も
10
月
27
日
の
説
明
会
に
参
加

し
、
発

言
し
ま

し
た
。

「
必
要

性
が
な
く
、
自
然
破
壊
だ
」
と

ハ
ッ
キ
リ
反
対
の
意
思
を
示
し

た
う
え
で
３
点
質
問
し
ま
し
た

▼
①
東
海
道
新
幹
線
の
災
害
対

策
と
い
う
が
、
自
然
環
境
破
壊

は
許
さ
れ
な
い
。
大
破
砕
帯
の

あ
る
南
ア
ル
プ
ス
を
掘
っ
て
い

い
の
か
。
自
然
を
あ
な
ど
っ
て

は
な
ら
な
い
。
２
０
２
７
年
ま

で
に
、
品
川
―
名
古
屋
間
を
完

成
で
き
る
根
拠
は
何
か
▼
②
名

古
屋
駅
は
地
下
30
ｍ
だ
が
、
品

川
駅
は
地
下
40
ｍ
。
な
ぜ
、
深

度
が
違
う
の
か
▼
③
「
全
国
新

幹
線
鉄
道
整
備
法
」
で
、
「
新

幹
線
鉄
道
に
よ
る
全
国
的
な
鉄

道
網
を
図
」
る
と
あ
り
ま
す
。

品
川
―
大
阪
間
し
か
走
ら
な
い

軌
道
は
全
国
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
「
新
幹
線
」
と
言
え
な
い
。

だ
か
ら
、
「
法
」
を
根
拠
に
、

市
民
、
自
治
体
に
協
力
を
求
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
▼

納
得
で
き
る
回
答
は
あ
り
ま
せ

ん
。
わ
た
し
た
ち
が
住
み
続
け

ら
れ
る
名
古
屋
を
め
ざ
し
発
言
、

行
動
を
続
け
ま
す
。

リ
ニ
ア
事
業
説
明
会
始
ま
る

江
上
ひ
ろ
ゆ
き

弁
護
士
法
律
相
談
11
月
20
日
（
木
）
午
後
６
時
半
電
話
３
６
３
‐
１
４
５
０
江
上
事
務
所

安
倍
政
権
を
打
倒
し
、
市

議
選
躍
進
め
ざ
す
演
説
会

日
時

11
月
24
日
（
祝
日
）

午
後
２
時

場
所

中
川
区
役
所
講
堂

井
上
さ
と
し
参
院
議
員

江
上
博
之
が
話
し
ま
す

絶
対
に
市
会
議
席
を
取
る
ぞ

あ
い
ち
赤
旗
ま
つ
り
に
７
０
０
０
人

県
議
空
白
克
服
今
度
こ
そ

住
民
・
地
域
要
求
実
現

模
擬
店
イ
カ
焼
き
大
好
評

勝利めざす集会。伊藤後援会長（左）もとむらさん、江上元市議

命
、
暮
ら
し
、
雇
用
を
守
る
集
い

こ
の
町
で
住
み
続
け
た
い



富
田
地
域
を
通
過
す
る
国
道

３
０
２
号
の
中
央
部
に
建
設
し

よ
う
と
い
う
高
速
道
路
建
設
工

事
が
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
環
２
か
ら
環
境
を
守
る
会
」

（
代
表
内
川
朝
夫
）
は
、
10
月

19
日
、
国
土
交
通
省
と
の
交
渉

内
容
と
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
方

向
に
つ
い
て
「
話
し
合
い
の
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
江
上
ひ
ろ

ゆ
き
元
市
議
も
参
加
し
ま
し
た
。

工
事
は
、
９
月
か
ら
開
始
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
①
公
害

対
策
の
緩
衝
帯
の
緑
の
伐
採
に

つ
い
て
住
民
の
理
解
を
得
て
い

な
い
、
②
完
成
後
の
図
面
で
は

緑
の
設
置
は
じ
め
環
境
対
策
が

明
ら
か
で
な
い
、
③
現
況
よ
り

大
気
、
騒
音
、
振
動
な
ど
環
境

が
悪
く
な
る
の
か
は
っ
き
り
し

な
い
、
な
ど
の
住
民
の
声
を
検

討
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
工
事

を
中
止
し
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
は
、
11
月
８
日

午
後
２
時
か
ら
Ｊ
Ａ
富
田
で
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
こ
に

地
域
の
声
を
届
け
よ
う
、
と
意

見
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

中
川
区
原
水
協
（
原
水
爆
禁

止
協
議
会
）
は
、
10
月
25
日
、

区
内
で
、
「
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
報
告
と
学
習
・
総
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
広
島
大
会
に
参
加

し
た
新
日
本
婦
人
の
会
中
川
支

部
の
二
人
か
ら
報
告
。
二
人
と

も
初
め
て
の
参
加
で
、
雨
中
で

の
記
念
式
典
の
公
平
・
厳
粛
な

様
子
や
大
会
参
加
の
若
者
の
多

さ
に
圧
倒
さ
れ
た
な
ど
、
感
動

を
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
衛

隊
呉
基
地
行
動
で
の
「
戦
争
が

市
民
生
活
の
す
ぐ
近
く
に
い
る
」

実
感
も
語
り
ま
し
た
。

次
に
報
告
を
受
け
て
、
「
核

兵
器
全
面
禁
止
を
今
こ
そ
」
の

テ
ー
マ
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
世
界
大
会
の
成
果
と
来

年
４
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散

条
約
）
再
検
討
会
議
に
向
け
て

の
ア
ピ
ー
ル
、
核
兵
器
禁
止
条

約
の
交
渉
開
始
の
実
現
を
、
と

呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
和
行
進
の
強

化
・
充
実
や
被
爆
者
と
の
連
携
・

協
力
づ
く
り
、
原
発
ゼ
ロ
の
運

動
と
の
連
帯
な
ど
、
意
見
が
出

さ
れ
、
最
後
に
、
新
た
な
１
年

に
力
を
尽
く
す
こ
と
を
確
認
し

て
閉
会
し
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
の
暴
走
の
防
波
堤

と
な
る
名
古
屋
を
つ
く
ろ
う
、

そ
ん
な
市
政
を
つ
く
る
監
視
役

と
な
る
議
員
を
め
ざ
そ
う
。
10

月
15
日
、
日
本
共
産
党
愛
知
県

委
員
会
は
、
来
年
の
４
月
市
会

議
員
選
挙
政
策
「
な
ご
や
改
革

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
記
者
発
表
し
ま

し
た
。
江
上
ひ
ろ
ゆ
き
元
市
議

も
、
名
古
屋
市
政
担
当
と
し
て

同
席
し
ま
し
た
。
概
要
、
全
文

は
、
江
上
ひ
ろ
ゆ
き
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
可
能
で
す
。
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無
料
相
談
（
子
育
て
・
教
育
問
題
も
）

毎
週
月
・
木

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

弁
護
士
相
談

毎
月
第
３
木
曜

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
事
務
所
ま
で
電
話
３
６
３-

１
４
５
０

11
月
の
早
朝
宣
伝

４
日

火

下
之
一
色

７
日

金

近
鉄
戸
田

10
日

月

あ
お
な
み
線
小
本

11
日

火

Ｊ
Ｒ
春
田

14
日

金

高
畑

17
日

月

金
山
駅
北
口

18
日

火

名
鉄
山
王

21
日

金

近
鉄
伏
屋

25
日

火

万
場
小
橋

27
日

木

あ
お
な
み
線
荒
子

28
日

金

昭
和
橋

朝
７
時
半
か
ら
８
時
10
分

常
磐
在
住
の
小
玉
さ
ん
に
寄
稿

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

革
新
・
愛
知
の
会
が
主
催
し

た
孫
崎
享
さ
ん
を
迎
え
た
９
月

19
日
「
講
演
と
文
化
の
夕
べ
」

で
、
沖
縄
知
事
選
で
は
圧
倒
的

勝
利
が
必
要
で
す
、
そ
し
て
、

カ
ン
パ
で
連
帯
し
よ
う
、
と
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
カ
ン
パ

は
62
万
円
集
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
カ
ン
パ
を
持
参
し
て
10
月
15

日
か
ら
17
日
ま
で
沖
縄
支
援
ツ

ア
ー
に
私
た
ち
夫
婦
を
含
め
12

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

15
日
午
後
、
沖
縄
統
一
連

（
安
保
廃
棄
・
暮
ら
し
と
民
主

主
義
を
守
る
沖
縄
県
統
一
行
動

連
絡
会
議
）
事
務
所
に
到
着
。

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
・
の
ぼ
り
旗
・

ビ
ラ
を
３
人
１
組
で
交
代
し
て

16
日
も
含
め
３
回
以
上
１
０
０

か
所
以
上
で
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。
16
日
夜
は
、
那
覇
市
民
会

館
の
満
員
演
説
会
に
参
加
し
、

オ
ナ
ガ
雄
志
さ
ん
勝
利
で
県
民

の
８
割
が
反
対
の
新
基
地

建
設
、
沖
縄
の
新
し
い
歴

史
を
つ
く
ろ
う
と
熱
気
が

み
な
ぎ
り
ま
し
た
。
17
日

午
前
は
１
０
０
０
種
以
上

の
高
等
植
物
や
５
０
０
０

種
以
上
の
動
物
が
暮
ら
し

て
い
る
豊
か
な
森
に
囲
ま

れ
た
東
村
高
江
の
７
年
間

座
り
込
み
テ
ン
ト
村
に
到

着
。
や
ん
ば
る
の
森
に
ヘ

リ
パ
ッ
ド
（
オ
ス
プ
レ
イ

離
着
陸
帯
で
75
ｍ
の
円
形
）
は

い
ら
な
い
、
と
交
流
し
ま
し
た
。

午
後
は
座
り
込
み
３
８
３
４

日
の
名
護
市
辺
野
古
の
テ
ン
ト

村
到
着
。
乗
船
し
会
場
か
ら
ジ
ュ

ゴ
ン
が
住
み
、
浜
サ
ン
ゴ
の
美

し
い
海
を
見
学
。
沖
縄
全
41
市

町
村
の
首
長
ら
が
直
筆
で
署
名

し
た
「
建
白
書
」
（
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
撤
回
、
米
軍
普
天
間
基

地
閉
鎖
・
撤
去
、
県
内
移
設
断

念
を
求
め
る
）
を
実
現
し
、

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
声
を
結
集

し
オ
ナ
ガ
さ
ん
勝
利
の
た
め
に

お
互
い
に
頑
張
ろ
う
、
と
交
流

し
充
実
し
た
３
日
間
と
な
り
ま

し
た
。
（
写
真
は
、
小
玉
夫
妻
）

沖
縄
県
知
事
選
挙
支
援
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

小
玉
新
吉

オ
ナ
ガ
雄
志
さ
ん
応
援

名
護
市
辺
野
古
へ

環
境
守
り
、
緑
を
残
せ

国
交
省
が
説
明
会

核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
開
始
を

市
議
選
政
策
な
ご
や
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
記
者
発
表


